
















	 1. 辻武雄の第一回中国教育視察 
	 2. 辻武雄の中国教育構図 
Ⅲ.地理教科書にみる辻武雄の教育理念 
	 1. 辻武雄による地理教科書の編纂 
	 2. 地理教科書における「同文同種」論 
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聞』などの有力なメディアでも報道された17。興味深いことに、辻武雄の出
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	 辻武雄の『中国地理』教科書は、1903 年 9 月に日本で出版された。この本




史研究所、民国 87 年出版、pp.42~56） 
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（1914 年、1000 号） 













1906 年まで 13000 人以上も増えたが、実際、1912 年まで毎年有名校からの卒業生は
700 人にも及ばない。費正清（ジョン・キング・フェアバンク）等著、陳仲丹、潘興
明、厖朝暘訳『中国：伝統与変革』（江蘇人民出版社、2016 年、p.352） 
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かにしたが、その矛盾性と彼の生涯との関連については、多くの不明な点が
残されているので、今後の課題として引き続き研究していきたい。	
